
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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路傍の花　オミナエシ（女郎花）
馬場迫自治会個人宅　　

　８月２８日，町指定無形民俗文化財の四部落太鼓
踊りの奉納が執り行われました。今年は降雨が予想
され，吉松中学校体育館での披露となりました。
　年に一度の奉納を観ようと多くの来場者が詰めか
け，躍動感のある勇壮な舞を肌で感じていました。

『 魂に響け！－四部落太鼓踊り－ 』
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安
心
・
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
し
ま
す

　

水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
水
が
で
ま
す
。

い
つ
で
も
安
心
安
全
な
水
を
供
給
す
る
た
め
に
、
町
で
は
水
源
地
を

定
期
的
に
点
検
し
て
、
水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
左
上
の
検
査
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
町
内
６
か
所
の
蛇
口
か
ら
残
留
塩
素
濃
度

を
測
定
し
て
い
ま
す
。
（
平
成
28
年
度
に
お
い
て
も
、
町
内
す
べ
て

の
水
源
は
水
質
基
準
に
適
合
し
て
お
り
ま
す
。
）

　

さ
ら
に
、
各
ポ
ン
プ
場
や
配
水
池
な
ど
の
水
質
や
水
量
を
テ
レ

メ
ー
タ
ー
（
遠
隔
計
測
装
置
）
に
よ
る
24
時
間
監
視
を
実
施
し
て
お

り
、
地
域
住
民
か
ら
の
水
道
需
要
に
応
じ
て
、
各
配
水
地
の
水
量
を

調
整
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
源
地
な
ど
の
水
資
源
は
、
地
域
共
有
の
貴
重
な
財
産
で

あ
り
、
次
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
重
要
な
資
源
で
す
。
こ
の
水
資
源
を

保
全
す
る
た
め
に
「
地
域
の
水
は
、
地
域
で
守
る
」
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

水
質
検
査
と
塩
素
濃
度

　

町
で
は
、
水
源
地
か
ら
給
水
栓
（
蛇
口
）
ま

で
の
各
段
階
で
定
期
的
に
水
質
検
査
を
し
、
町

内
６
か
所
で
水
源
地
ご
と
に
採
取
し
た
水
の
残

留
塩
素
濃
度
を
毎
日
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
水
道
水
に
は
、
水
道

法
で
定
め
ら
れ
た
０
．
１
㎎
／
Ｌ
以
上
か
ら
１

㎎
／
Ｌ
以
下
の
塩
素
が
含
ま
れ
て
い
て
、
病
原

性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
な
ど
の
病
原
菌
を
死
滅
さ

せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
カ
ル
キ
臭
の

元
で
も
あ
る
塩
素
で
す
が
、
水
道
水
の
安
全
の

指
標
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

水道課職員が，町内の水源地ごとに残留塩素濃度を確
認しています

24
時
間
体
制
で
各
水
道
施
設
の
監
視
を
行
っ
て
い
ま
す

場
所

検
査
内
容

検
査

原
水

原
水
39
項
目

年
１
回

原
水

指
標
菌
検
査

毎
月
検
査

浄
水

浄
水
51
項
目

年
１
回

浄
水

基
準
25
項
目

年
３
回
検
査

浄
水

基
準
９
項
目

毎
月
検
査

水
源
地
名

地
域

硬
度

pH 

値

丸
池
水
源

栗
野

50　

軟
水

7.3　

弱
ア
ル
カ
リ
性

水
窪
水
源

栗
野

52　

軟
水

7.4　

弱
ア
ル
カ
リ
性

幸
田
水
源

栗
野

27　

軟
水

7.5　

弱
ア
ル
カ
リ
性

竹
中
水
源

吉
松

21　

軟
水

7.5　

弱
ア
ル
カ
リ
性

八
所
水
源

吉
松

28　

軟
水

7.6　

弱
ア
ル
カ
リ
性

前
目
水
源

吉
松

11　

軟
水

7.3　

弱
ア
ル
カ
リ
性

水
道
法
に
基
づ
く
水
質
検
査

町
内
の
水
源
地
の
状
況
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水
道
の
給
水
手
続
き
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

転
入
・
転
出
や
町
内
で
の
引
っ
越
し

及
び
使
用
者
等
の
変
更
に
は
給
水
手
続

き
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
栗

野
庁
舎
水
道
課
で
必
ず
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
の
際
は
認
印
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。（
借
家
の
場
合
は
管
理

人
の
方
の
同
意
も
必
要
に
な
り
ま
す
）

　

無
断
使
用
の
場
合
に
は
、
過
料
（
罰

金
）
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
転
出
さ

れ
て
も
手
続
き
を
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
料
金
は
徴
収
さ
れ
ま
す
。

毎
月
、
検
針
員
が
お
伺
い
し

て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
使
用
し
た
水
量
を

正
確
に
量
り
、
水
道
料
金
等
の
算
出
を

す
る
た
め
、
検
針
員
が
毎
月
お
伺
い
し

て
い
ま
す
。

　

検
針
時
に
「
水
道
使
用
量
等
の
お
知

ら
せ
票
」
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
使

用
料
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
使
用
形
態

が
変
わ
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
急

激
に
使
用
水
量
が
増
え
た
場
合
に
は
漏

水
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
水
道
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

は
、
車
や
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
、
い
つ

も
き
れ
い
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
メ
ー
タ
ー
が
屋
内
や
床
下
に
あ
る
よ

う
な
と
き
は
検
針
し
や
す
い
場
所
に

移
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、
出
入
口
や

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
場

所
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
交
換
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

冬
季
（
凍
結
）
の
対
策

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、正
確
な
計
量
を
期
す
目
的
か
ら
、

そ
の
構
造
、
性
能
、
有
効
期
間
等
さ
ま
ざ
ま
の
法
的
規

制
下
に
置
か
れ
、
全
て
厳
格
な
検
定
の
対
象
と
な
り
、

そ
れ
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。メ
ー
タ
ー
は
、

耐
久
性
に
優
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
自
体
機
械
的
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
経
年
変
化
に

伴
う
性
能
低
下
等
の
諸
現
象
も
起
こ
り
得
る
た
め
、
各

戸
用
メ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
特
に
料
金
取
引
や
証
明
用
に

使
用
さ
れ
る
メ
ー
タ
ー
は
法
律
（
計
量
法
）
の
規
定
に

よ
り
一
定
期
間
の
有
効
期
間
（
８
年
間
）
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。８
年
以
上
経
過
し
た
取
引
用
メ
ー
タ
ー
は
、

そ
れ
が
正
常
で
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
検
定
の
更

新
を
し
な
け
れ
ば
使
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
の
期
限
判
別
は
裏
面
に
そ
の
メ
ー

タ
の
有
効
期
間
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
が
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な

る
と
凍
結
し
、
破
損
す
る
お
そ
れ
が
大
き
く
な
り

ま
す
。
保
温
材
や
凍
結
防
止
テ
ー
プ
を
巻
く
な
ど

の
凍
結
防
止
対
策
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
蛇
口
や
温
水
設
備
等
が
破
損
し
た
場
合

に
は
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
の
止

水
栓
を
閉
め
、
水

を
ま
ず
止
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、

止
水
栓
は
、
そ
の

所
有
者
の
持
ち
物

で
す
の
で
、
完
全

に
止
水
で
き
な
い

な
ど
の
不
具
合
が

あ
る
場
合
は
、
早

め
の
修
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

「家庭で漏水
チェックを！」

「水道の漏水
修理について」

　　　　家庭での漏水は使用者
　の管理となります。漏水した分
も水道料金に加算されますので「お
かしいな」と感じた方はぜひ一度　
　漏水確認を行ってください。

家庭での漏水確認の方法

　　　　町本管（町が維持管理
　　する配水管）の分岐から家庭　
　の蛇口までの給水装置（メータ
ーは除く）は所有者の私有財産で
すので，維持管理は所有者及び使
用者の負担で行うことになります。
メーターより町本管側の漏水修理
についても，所有者及び使用者の
負担となります。ただし，本町で
は町の本管から民有地までの漏水
については，水道事業の負担で修
理を実施しています。大切な水を
守るため，漏水を見かけましたら，
水道課（☎ 74-3111 内 2171）ま
でご連絡ください。

　メーターボックスの中には「メー
ター器」と「止水栓」があります。

家の内の蛇口をすべて閉めます

　その状態でメーター器の円盤が動
いている→（正常なら動きません）

特 に 注 意 を ！
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８
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
の
４
泊

５
日
の
日
程
で
、
町
内
の
小
・
中
学

生
10
名
と
指
導
者
８
名
の
計
18
名
が

「
恵
み
の
島　

長
島
」
を
野
営
と
自

炊
と
い
う
過
酷
な
条
件
の
も
と
、
長

島
一
周
（
獅
子
島
含
む
）
約
１
２
０

㎞
を
自
転
車
で
巡
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
湧
水
っ
子
ｉ
ｎ
長
島
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

事
前
に
研
修
を
２
回
実
施
し
、
テ

ン
ト
設
営
や
炊
飯
、
自
転
車
走
行
研

修
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
本
研
修
で

は
、
カ
ヌ
ー
体
験
や
日
本
マ
ン
ダ
リ

ン
セ
ン
タ
ー
見
学
、
海
水
浴
、
化
石

発
掘
、
魚
釣
り
な
ど
の
活
動
研
修
を

交
え
な
が
ら
自
転
車
で
の
移
動
を
行

い
ま
し
た
。
全
行
程
で
天
候
に
恵
ま

れ
、
予
定
ど
お
り
の
行
程
と
な
り
ま

し
た
。

　

途
中
、
２
名
が
走
行
中
の
転
倒
に

よ
る
負
傷
の
た
め
、
悔
し
い
思
い
を

し
な
が
ら
の
リ
タ
イ
ア
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
が
、
残
っ
た
団
員
全

員
が
、
「
リ
タ
イ
ア
し
た
友
達
の
分

ま
で
頑
張
る
」
と
い
う
熱
い
想
い
を

胸
に
、
長
島
の
長
い
上
り
坂
、
下
り

坂
が
あ
る
中
を
、
時
に
は
「
登
り
は

き
つ
い
。
」
と
い
う
声
を
あ
げ
な
が

ら
も
無
事
に
完
走
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
事
後
研
修
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
活
動
に
活

か
す
た
め
の
研
修
を
行
い
ま
す
。
夏

休
み
の
思
い
出
と
し
て
、
こ
の
達
成

感
は
深
く
心
に
刻
み
込
ま
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

チャレンジャー湧水っ子ｉｎ長島
【スケジュール】

1日目　阿久根市うずしお館→カヌ
ー体験→青少年旅行村

（26㎞）
2日目　針尾公園→日本ﾏﾝﾀﾞﾘﾝｾﾝﾀｰ

→松ケ平ｷｬﾝﾌﾟ場（19㎞）

3日目　諸浦港（フェリー）→化石発
掘→獅子島もくもく館

（20㎞）
4日目　片側港（フェリー）→太陽の

里（30㎞）

5日目　行人岳→黒之瀬戸だんだん
市場（23㎞）

　　　　（　）は自転車走行距離

海でのカヌー体験

獅子島にて化石発掘中

自転車走行の様子（上り坂） 食事もみんなと協力して
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ぜひ，お越しください。

町内イベント　Information

　

　この豊祭相撲大会をとおして，青少年の健全育成
と文化の灯を守っていきます。小学校２年生から一
般までの力士による迫力ある取組みが行われます。

　日　時　　１０月９日（日）
　　　　　　開会式　午前８時００分　
　場　所　　湧水町相撲道場（栗野中央公民館隣）
　問合せ　　湧水町教育委員会　生涯学習課
　　　　　　℡: ７５－２１４２（内線）３２１３

　

　栗野中央公民館から町内を夜通し歩く「夜間歩こ
う会」を開催します。異年齢集団と交流しながら，
町内を歩いてみませんか。
　日　時　　１０月２２日（土）・２３日（日）
　集　合　　１０月２２日（土）午後８時３０分
　場　所　　栗野中央公民館を出発し，町内を巡り
　　　　　　一周します。
　申　込　　１０月１４日（金）まで
　申込先　　湧水町教育委員会　生涯学習課
　　　　　　℡: ７５－２１４２（内線）３２１３

第１２回　湧水町豊祭相撲大会「夜間歩こう会」を開催します
町青年団主催

我が故郷の歌 　８月１１日に１０周年記念式典（平成２７年３月）でお披露目された湧水町町
民歌の公開録音が行われました。住民の参加を呼びかけ，練習を重ねて本番を迎
えました。録音された町民歌（CD）は，関係機関等に配布される予定です。

一　
　

栗く
り
の野
の
峰み

ね

に　

抱い
だ

か
れ
て

　
　
　

湧わ
く

く
水み

ず

清き
よ

き　

ふ
る
さ
と
よ

　
　
　

ま
ば
ゆ
く
香か

お

る　

エ
ド
ヒ
ガ
ン

　
　
　

心
こ
こ
ろ

潤う
る
お
す　

湯ゆ

の
煙

け
む
り

　
　
　

人ひ
と

と
自し

ぜ
ん然
が　

か
が
や
い
て

　
　
　

幸し
あ
わ

せ
つ
く
る　

湧ゆ
う
す
い
ち
ょ
う

水
町

二　
　

瀬せ

の
音お

と

優や
さ

し
き　

川せ
ん
だ
い内
に

　
　
　

み
ん
な
の
夢ゆ

め

を　

映う
つ

し
だ
す

　
　
　

豊ゆ
た

か
に
稔み

の

る　

棚た
な
だ田
の
穂ほ

　
　
　

命
い
の
ち

讃た
た

え
る　

太た
い
こ鼓
の
音ね

　
　
　

人ひ
と

と
自し

ぜ
ん然
が　

と
き
め
い
て

　
　
　

笑え
が
お顔
も
は
ず
む　

湧ゆ
う
す
い
ち
ょ
う

水
町

三　
　

遥は
る

か
な
歴れ

き
し史　

糧か
て

と
し
て

　
　
　

人ひ
と

和わ

し
歩あ

ゆ

む　

愛あ
い

の
郷さ

と

　
　
　

浪ろ
ま
ん漫
漂た

だ
よ
う　

松ま
つ
お
じ
ょ
う

尾
城

　
　
　

若わ
か

い
力ち

か
ら

で　

咲さ

く
文ぶ

ん
か化

　
　
　

人ひ
と

と
自し

ぜ
ん然
が　

交ま
じ

わ
っ
て

　
　
　

未み
ら
い来
そ
だ
て
る　

湧ゆ
う
す
い
ち
ょ
う

水
町

作
詞
：
朝
倉　

修

作
曲
：
鈴
木
直
己

編
曲
：
山
田
恵
範

湧
水
町
町
民
歌
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県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

吉
松
中
学
校

▼
剣　

道　

　

女
子
個
人　

　
　

ベ
ス
ト
８　

有
田　

澄　
　

（
３
年
）

　

女
子
団
体

　
　

第
４
位　
　

有
田　

澄　
　

（
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　

二
渡　

雅　
　

（
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　

前
田　

玲
菜　

（
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　

二
渡　

舞
琴　

（
１
年
）

　
　
　
　
　
　
　

野
中　

愛　
　

（
１
年
）

　

　

栗
野
中
学
校

▼
剣　

道

　

女
子
団
体

　
　

ベ
ス
ト
８　

久
美
田
聖
菜　

（
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　

久
木
崎
か
り
ん
（
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　

池
田　

凜　
　

（
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　

立
岩　

真
白　

（
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　

宮
園　

理
紗
子
（
１
年
）

　
　
　
　
　
　
　

田
𠩤　

妃
菜　

（
１
年
）

▼
陸　

上

　

共
通
女
子
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　
　

第
６
位　
　

川
島　

芽
依　

（
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　

16
秒
40

▼
空　

手
（
個
人
組
手
）

　
　

第
２
位　
　

老
谷　

木
里　

（
２
年
）

（
入
賞
者
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
）

行 政 相 談 週 間 
10 月 17 日～ 23 日

◆
国
の
役
所
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
や
分
か

　
ら
な
い
こ
と
を
行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

行
政
相
談
週
間
の
行
事
と
し
て
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

本
町
で
は
、
田
中
修
一
さ
ん
（
栗
野
地
域
担
当
）
と
川
野
久
美
子
さ
ん
（
吉
松

地
域
担
当
）
の
２
名
の
行
政
相
談
委
員
が
、
国
の
役
所
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日　

時　
　

10
月
20
日
（
木
）　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場　

所　
　

①
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
く
り
の
郷　
　

研
修
室
３

　
　
　
　
　
　

②
吉
松
中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　
　

１
階
和
室

　

８
月
25
日
、竹
田
家
畜
審
査
場
に
お
い
て

湧
水
町
秋
季
畜
産
共
進
会
が
行
わ
れ
、町
内

か
ら
若
雌
第
一
部
に
20
頭
、第
二
部
に
13
頭

（
合
計
33
頭
）の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。各
部

に
お
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、第
一
部
で
は
、橋
元
市
郎
さ
ん
が

出
品
さ
れ
た「
み
ひ
ろ
号
」が
、第
二
部
で
は
、大
重
翔
一
朗
さ

ん
が
出
品
さ
れ
た「
り
か
号
」が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
一
席
に

輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、あ
い
ら
中
央
家
畜
市
場
で
９
月
16
日
に
開
催
さ
れ

る
郡
秋
季
畜
産
共
進
会
の
出
品
牛
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
部
の
成
績
及
び
郡
共
進
会
出
品
者
は
次
の
通
り
で
す
。

 

各　

部　

成　

績

【
第
一
部
】

　

最
優
秀
賞
一
席　

橋
元　

市
郎　
　
（
み
ひ
ろ
号
）

【
第
二
部
】

　

最
優
秀
賞
一
席　

大
重　

翔
一
朗　
（
り
か
号
）

 

郡
共
進
会
出
品
者
　
　
　
　
　
　

【
第
一
区
】

　
・
橋
元　

市
郎　
　
（
み
ひ
ろ
号
）

　
・
山
口　

和
博　
　
（
た
だ
ひ
さ
号
）

　
・
大
重　

翔
一
朗　
（
ゆ
き
こ
号
）

【
第
二
区
】

　
・
大
重　

翔
一
朗　
（
り
か
号
）・（
ひ
め
か
め
号
）

　
・
迫
坪　

耕
二　
　
（
は
な
ゆ
き
号
）

【
成
雌
区
】

　
・
前
田　

格
男　
　
（
と
も
た
だ
ひ
ら
号
）

【
高
等
登
録
群
】

　
・
前
田　

格
男　
　
（
と
も
ゆ
き
号
）・（
と
も
た
だ
ひ
ら
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　

・（
と
も
た
だ
ひ
ら
の
１
号
）

 
湧
水
町

秋
季
畜
産
共
進
会
結
果 

▲ 

第
二
部
最
優
秀
賞
一
席
り
か
号

▲ 

第
一
部
最
優
秀
賞
一
席
み
ひ
ろ
号

開
催
日
：
７
月
22
日
～
28
日

場　

所
：
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場
ほ
か
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特別館内整理期間（休館）
のお知らせ

開館時間：午前１０時～午後６時　　　　　　　　　※９/12 ～ 22は特別館内整理期間（休館）
休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　 年末年始（１２/ ２８～１/ ４　月曜休館含む）　　
問合せ先：７４－１８２１

くりの図書館に来てね！

　以下の期間，図書館は特別館内整理に伴い，休館さ
せていただきます。

　平成２８年９月１２日月～２２日木
　期間中は，所在不明の本がないか
調べたり，本を正しい場所に戻した
り，書庫へ移したりする作業を行い
ます。
　今後，快適に図書館を利用してい
ただくため，大切な作業です。
　ご理解・ご協力をお願いします。

　２日間の研修で学ん
だことを学校でも活か
し，読書活動が充実す
るよう邁進していきた
いと思います。

（感想より）

　２日間カウンターでの
貸出返却や，本の整理や
修理など，様々な業務を
していただきました。

　人権擁護委員の綾織尚三さん（長谷地区），　留あや子
さん（下川西地区）がボランティアで読みきかせに参加
してくださいました。
　３０名近くの参加があり，にぎやかに絵本や紙しばい
を楽しみました。

　カメレオンの舌のよう
に，振ると伸びる「カメ
レオン棒」を作りまし
た。みなさん，親子で楽
しく参加してくださいま
した。関連する本も紹介
しました。

8/21 夏休みイベント
おはなし会＆昔あそび教室

８月４・５日　地域貢献研修

　吉松小学校
小湊 晴久先生
　ありがとう
ございました

サポータークラブ

活動報告！

　図書館や読書に興味関心を持ってもらう
ため，小学３年生～中学生を対象に「図書館
サポータークラブ」を行いました。全４回の
活動で，毎回10名程の参加がありました。
　子どもたちは活動を通じて，図書館の仕
事や役割について知り，図書館や本に，より
一層親しみを持つことができたようです。

おすすめの本の紹介文を作成
新しく図書館に入った
本の準備を体験

【 活動内容】
　図書館ツアー，本の紹介カード作り，カウンターでの貸出・返却など

検索機で本の場所
を調べている様子

　懐かしいおもちゃ
に子どもも大人も大
興奮でした！

おはなし会

昔あそび教室



外　国　語
指導助手の

マックスです

サンディエゴから「こんにちは」
　みなさん初めまして。私の名前はトマス・マックスウェ
ル・マッカボイと言います。「トマス」と呼んでもらっても
構いませんが，友達には「マックス」と呼ばれています。
　私は，7月に赴任した湧水町の新しいＡＬＴで，オース
トラリアに帰られたシェリルさんの後任です。私はアメ
リカ人で，カリフォルニア州のサンディエゴから来まし
た。
　ここに来る前は２年間カリフォルニア州で暮らしまし
た。私は，世界中のいろいろなところに住んだことがあり
ます。日本では，沖縄で８年，横須賀で３年の１１年住んだことがあります。日本で暮らしたのは，
アメリカ海軍で司令官をしている母の仕事の都合です。私は，これまで世界中の米軍基地で長く暮
らしました。
　また，韓国・インド・オーストラリア・タイ・香港・ニュージーランドやモンゴルなどアジア太平洋
地域のたくさんの国へ旅したことがあります。私は，世界の違う文化を味わい体験することが好き
です。これから日本で暮らすのが楽しみで，この国にできるだけのことをして貢献したいと思いま
す。
　私は，フロリダ州のマイアミにあるフロリダ国際大学を卒業しました。専攻は国際関係と環境科
学です。私は，これから大学で学んだことを活かして母国のために働きたいと思っています。また，
国際的な問題を国際的に解決していきたいと思っています。
　私は着任後，湧水町での時間を楽しく過ごしています。湧水町の緑鮮やかな森と緩やかに起伏す
る丘が大好きです。私の趣味はハイキングで，多様な生態系を探検するのが好きです。これから湧
水町と周りの地域の山や川で冒険するのを楽しみにしています。
　私は何年も日本に住んでいましたが，１年間しか日本語を勉強していません。しかし，いつか話

せるようになると確信して努力していきたいと思います。みなさん
のコミュニティの一員になって一緒に頑張るのを楽しみにしてい
ます。
　私は，人を助けるのが好きなので，力になれることがあればお気
軽に声をかけてください。「英語の練習がしたい」とか「マックスの
旅のお土産話が聞きたい」という方でも大歓迎です。
　私を温かく歓迎してくれた湧水町のみなさんに感謝しています。
湧水町にできるだけ貢献して，みなさんが誇れるコミュニティの一
員になれるように頑張りたいと思います。

広報 ゆうすい　8
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　ここ2か月は人気スマホアプリ「ポケモンGO」のことを聞かない方が少ないと
思います。サンフランシスコを拠点とする会社によって開発されたこのゲームア
プリは7月の公開以来，世界中で莫大な人気を集めました。従来のポケモン作品と
違って，ポケモンGOでは実際に世界を移動し，端末のカメラを用いて，現実の風
景に重なったゲーム内のポケモンを捕まえます。地域の名所は，アイテムをもら
える「ポケストップ」や他のプレイヤーと対戦できる「ジム」にされており，そこを訪れることによって捕まえたポケモン
を育てることができます。湧水町では，くりの図書館，勝栗神社や町に点在する彫刻像などがポケストップとなっており，
その付近ではスマホの画面を眺めながら立ち歩いている人をよく見かけます。
　ポケモンGOは外を移動しないとできないので，特にインドアな方にとって自分の町を探検するきかっけ，または運動
をする「口実」になっています。しかし，それと同時に公開早々，様々な事故や事件を起こしている事例があります。歩きな
がら，あるいは運転しながらゲームに気を引かれてしまい，事故に遭った方が大勢います。また，狭い範囲に複数のポケス
トップが集中し，そこに何百人ものプレイヤーが群がり，近所の方に迷惑をかけるケースも発生しています。まれなケー
スですが，人

ひ と け

気のないポケストップで待ち伏せて，それを知らずに寄ってくるプレイヤーを襲う事件まで起きました。
　不思議なことに，ポケモンGOのほとんどのプレイヤーは子どもではなく，大人です。7月にアメリカで行われたアン
ケートによると，18 ～ 34歳のプレイヤーが全体の78％だと判明しました。たくさんの大人たちがプレイしている理由は，
ゲームがとびきり面白いからではなく，初めてポケモンの魅力に触れた子どもの頃が懐かしいからだと思います。その頃
に見たポケモントレーナーになる夢を，まだ忘れていない方が多いでしょう。そんなプレイヤーたちを「子どもっぽい」や

「大人げない」ととがめる声があまりないのは，ポケモンの幅広いかつ長続きする影響力の証拠かもしれません。
　ポケモンGOのユーザー数は徐々に減っていく気配がありますが，その人気はおおむね続いているようです。当初の問
題を乗り越え，みなさんが周りを思いやりながらプレイできれば，ポケモンGOは世界中のファンを繋ぐ素晴らしい道具
になれるのではないかと私は思います。

ジョシュア・リオンの国際交流日記

ポケモンGOについて

丸池で野生のポケモンがとびだしてきた！

発見楽しみ工房
　申込は，当日の申込の他 , 電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第186回 「バルサ材で作る和みのカタチ」
　木の実や貝殻など自然物からイメージをふくらませ，世界一軽いバルサの
木を切って，削って，磨いて，世界に1つの「和みのカタチ」を作りましょう。
日　時／平成28年９月17日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島大学教育学部附属中学校　前之園　礼央　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

第187回 「ステンド折り染めで作る窓枠飾り」
　障子紙に折り染めをして，模様を作ります。面白い模様を好きなようにトリ
ミング→ラミネートして，ウィンドウステッカーに仕上げ，楽しみましょう。
日　時／平成28年10月15日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島県立武岡台養護学校　東郷　奈緒子　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

　鹿児島県霧島アートの森で
は，LED のデジタルカウン
ターによる作品で世界的な評
価を獲得した宮島達男の，日本
の美術館では６年ぶりの個展
を開催いたします。
　本展は，「宮島達男展『生と死
－命のひかり－』」と題し，28
メートルの壁面に6面のスク
リーンが投影される「カウン
ター・スキン」シリーズの新作
映像や，デジタルカウンターを
用いた作品等を発表します。

　人種や肌の色を超えた普遍性を提示し，誰もが持つ創造性を
教えてくれる宮島の作品は，現代において重要性がさらに増し
てきているのではないでしょうか。宮島の新たな挑戦を鹿児島
でご覧ください。

平成 28 年８月（第 185 回）の
発見楽しみ工房の制作風景
　鹿児島県立国分高等学校の山下すみれ
先生と一緒に，チューブから出した絵具
ではない，自分で作った絵具で和紙に絵
を描き，しおりを作りました。

開園時間　9:00 ～ 17:00（入園は 16:30 まで）  
観 覧 料   一般 /800(600) 円，高大生 /600(400) 円，小中生 /400(300) 円
　　　　　（　　）内は前売り又は 20 人以上の団体料金
主 　 催   鹿児島県文化振興財団，南日本新聞社，MBC 南日本放送

【申込み・お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945

月曜日休園（祝日の場合は翌日休園）

©Tatsuo　Miyajima,courtesy of the artist and Akio Nagasawa Gallery
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７
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19

8
26

　夏の屋台村
　　　　大盛況 !!

　赤い一輪車
１０台を寄贈

旧阿波井堰パネル
施工者が設置

防犯少年綱引き
栗野小８連覇！

夢を叶え
　母校に朝礼台を

　ふれあい
　　　ラジオ体操

　

午
前
６
時
30
分
か
ら
全
国
一
斉
に
放
送
さ
れ

て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
は
、
国
民
の

健
康
増
進
の
た
め
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
高
齢

者
か
ら
子
ど
も
ま
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
本

町
で
は
、
夏
休
み
の
期
間
中
に
単
位
子
ど
も
会

を
中
心
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
青
少
年
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
、
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
、
育
て
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

～
見
せ
よ
う
大
人
の
姿
！

　
　
　
　
　
　
　

育
も
う
子
ど
も
た
ち
を
～

　

例
年
実
施
さ
れ
て
い
る
駅
前
屋
台
村
は
、
今

回
、
元
気
屋
台
村
と
命
名
し
て
栗
野
中
央
公
民

館
憩
い
の
広
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
屋

台
村
で
は
、
19
店
舗
も
の
中
か
ら
料
理
を
選

び
、
一
度
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
魅
力

で
す
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
ラ
イ
ブ
も
あ
り
、
湧

水
音
頭
が
披
露
さ
れ
る
と
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
夜
が
更
け
る
ご
と
に
賑
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

本
年
３
月
に
旧
阿
波
井
堰
本
体
の
取
り
壊
し

と
吊
り
橋
等
の
既
設
構
造
物
の
撤
去
が
完
了
し

ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、歴
史
的
構
造
物
と
地
域

住
民
が
成
し
得
た
功
績
が
風
化
し
て
し
ま
う
こ

と
を
危
惧
し
た
工
事
施
工
者（
林
建
設
株
式
会

社
）が
関
係
機
関
と
連
携
し
て
記
念
パ
ネ
ル
の

設
置
を
行
い
ま
し
た
。旧
阿
波
井
堰
の
あ
っ
た

場
所（
左
岸
）に
設
置
さ
れ
た
パ
ネ
ル
に
は
、旧

堰
の
写
真
や
撤
去
に
至
る
沿
革
史
な
ど
が
明
確

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
16
回
防
犯
少
年
綱
引
き
大
会
が
栗
野
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、霧
島
市（
横
川
）と
本
町
の
５

小
学
校
12
チ
ー
ム（
１
３
０
名
）で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。多
く
の
チ
ー
ム
が
、練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
優
勝
を
目
指
す
な
か
、栗
野
小
学

校
は
、大
会
８
連
覇
を
合
い
言
葉
に
チ
ー
ム
の

気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
重
ね
て
、見
事
有
言
実
行

を
果
た
し
ま
し
た
。

（
大
会
結
果
：
優
勝　

栗
野
小
学
校
、準
優
勝　

吉
松
小
学
校
、第
３
位　

轟
小
学
校
）

　

上
場
小
学
校
卒
業
生
の
井い

の
う
え

ノ
上
東と
う
い
ち一
さ
ん（
写

真
前
列
左
）は
、夏
休
み
中
の
出
校
日
に
母
校
を

訪
問
し
、ア
ル
ミ
製
の
朝
礼
台
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、こ
れ
か
ら
将
来
を
目
指
す
母
校
児

童
16
名
と
交
流
し
、「
夢
」に
関
す
る
講
話
を
行

い
ま
し
た
。井
ノ
上
さ
ん
は
ピ
ア
ノ
の
丸
椅
子

に
魅
了
さ
れ
、椅
子
職
人
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
、現
在
で
は
、そ
の
夢
を
叶
え
、椅
子
製
造
会

社
役
員
を
さ
れ
て
い
ま
す
。児
童
16
名
が
、そ
れ

ぞ
れ
の
目
指
す
夢
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
発
表
す

る
と
、井
ノ
上
さ
ん
か
ら「
夢
に
向
か
っ
て
努
力

し
、叶
え
て
ほ
し
い
。」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
株
式
会
社
か
ら
幸

田
小
学
校
へ
同
社
ロ
ゴ
の
入
っ
た
赤
い
一
輪
車

10
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。同
社
は
、地
域
社
会

貢
献
の
一
環
と
し
て
、営
業
エ
リ
ア
で
あ
る
西

日
本
の
公
立
小
学
校
を
中
心
に
一
輪
車
を
贈
っ

て
い
ま
す
。（
昨
年
ま
で
の
実
績
２
万
９
３
１
０

台
）同
社
取
締
役
の
本ほ

ん
ぼ
う坊
俊し

ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
氏
か
ら
一
輪

車
が
贈
呈
さ
れ
る
と
同
校
児
童
代
表
が
感
謝
状

を
返
礼
し
ま
し
た
。幸
田
小
学
校
で
は
、一
輪
車

を
児
童
の
発
達
に
有
効
な
運
動
具
と
し
て
取
り

入
れ
て
お
り
、運
動
会
な
ど
で
は
全
児
童
に
よ

る
団
体
演
技
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216）ゆうすいの話題



　
　
　
　

期
日
：
７
月
24
日

　
　
　
　

場
所
：
広
島
県

▼
組
手
一
般
男
子
重
量
級
の
部

　

優
勝　

安
樂　

真
宏（
鶴
丸
地
区
）

　
　
　
　

期
日
：
７
月
24
日

　
　
　
　

場
所
：
日
置
市

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

　

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

期
日
：
７
月
30
日

　
　
　
　

場
所
：
霧
島
市

富
隈
旗
薩
摩
隼
人
杯
優
勝

　

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

期
日
：
８
月
20
日
～
21
日

　
　
　
　

場
所
：
熊
本
県

準
優
勝　

鹿
児
島
県
選
抜

　
　
　
　

境
田　

奈
波（
吉
松
中
３
年
）

　
　
　

　
　
　
　

期
日
：
８
月
19
日
～
21
日

　
　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
市

▼
男
子
走
高
跳

　

第
２
位　

上
別
府
剛
志　

２
ｍ
10
㎝

　
　
（
九
州
共
立
大
２
年
：
上
場
地
区
）

　

８
月
６
日
に
城
山
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お

い
て
本
大
会
が
開
催
さ
れ
、町
内
外
か
ら
11

チ
ー
ム
が
出
場
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

第
１
位　

ほ
た
る（
湧
水
町
）

　

第
２
位　

絆　
　
（
湧
水
町
）

　

第
３
位　

大
口　
（
伊
佐
市
）

　

８
月
22
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
城
山
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
本
大
会
が
開
催
さ
れ
、町

内
外
か
ら
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
１
位　

自と

じ然
金き
ん　

　

第
２
位　

長
谷

第
44
回
鹿
児
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

競
技
別
交
歓
大
会（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

湧
水
町
体
育
協
会
長
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

湧
水
町
体
育
協
会
長
杯

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
37
回
富
隈
旗
争
奪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
６
回
全
日
本
女
子
中
学
生
軟
式

野
球
九
州
大
会

第
71
回
九
州
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

第
46
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）
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　第３６回Ｂ＆Ｇスポーツ鹿児島県大会
　７月２５日に志布志市有明のB&G海洋センタープールを会場に，第 36 回Ｂ＆Ｇスポーツ鹿児島県大
会が開催されました。
　この大会は，県内のB&G海洋センターを所有する市町村で構成している「鹿児島県B&G地域海洋セ
ンター連絡協議会」の主催によるもので，９０名の選手・役員が参加し，水泳競技の部とカヌー競技の部
で競いました。
　本町からは，水泳の部に丸山綾さん（吉松小６年），川口諒太さん（栗野小６年），松山花美さん（栗野
小６年），福満あかりさん（栗野小６年），稲本蘭夢さん（幸田小６年），永田梨奈さん（幸田小５年）の
６名が出場し，素晴らしい泳ぎを見せました。

■成績■（入賞のみ掲載）
　【小学５年生女子50ｍ自由形】　第１位　永田　梨奈　４５秒６２
　【小学５年生女子50ｍ平泳ぎ】　第１位　永田　梨奈　５８秒８８
　【小学６年生女子25ｍ背泳ぎ】　第２位　稲本　蘭夢　２３秒８４
　【小学６年生女子50ｍ自由形】　第３位　稲本　蘭夢　４３秒９３
　【小学６年生女子50ｍ平泳ぎ】　第２位　松山　花美　５５秒４０
　　　　　　　　　　　　　　　第３位　福満あかり　５６秒８８
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短
　
　
歌

県
民
に
政
治
が
や
っ
と
還
り
来
る
新
知
事
に
依
る
議
会
始
ま
る　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
塚　

文
雄

歌
詠
み
て
新
聞
読
み
て
米
寿
待
つ
裟
装
の
話
も
ま
だ
聞
き
足
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

古
稀
前
に
い
な
く
な
り
夫
を
追
い
こ
し
て
健
や
か
に
し
て
喜
寿
を
迎
え
る　
　
　
　

内
村
美
代
子

久
に
見
る
鳴
呼
櫻
島
は
雄
々
し
山
錦
江
湾
に
ど
っ
し
り
と
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　

原
口　

信
子

一
夜
あ
け
晴
れ
渡
り
た
る
今
朝
の
空
胸
一
ぱ
い
に
空
気
吸
い
こ
む　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

俄
な
る
今
宵
は
手
巻
き
寿
司
パ
ー
テ
ィ
ー
十
種
類
の
具
を
見
映
え
よ
く
盛
る　
　
　

福
田
三
四
五

思
ひ
出
す
昭
和
の
時
代
ふ
り
返
り
夫
と
語
る
よ
み
が
え
る
日
　々
　
　
　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

城
山
の
裾
に
湧
く
水
豊
な
り
洗
濯
お
し
ゃ
べ
り
に
ぎ
わ
い
し
日
よ　
　
　
　
　
　
　

冨
山　
　

泰

梅
雨
晴
間
猛
暑
に
慣
れ
ず
た
め
息
が
居
場
所
探
し
て
部
屋
を
う
ろ
つ
く　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

長
雨
の
雲
が
ひ
ょ
こ
っ
と
破
れ
お
り
破
れ
し
向
う
に
青
空
が
い
た　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

梅
雨
さ
な
か
伸
び
伸
び
育
つ
水
張
田
に
水
の
管
理
か
畦
に
立
つ
人　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

徒
然
に
猫
と
話
し
て
い
た
け
れ
ど
「
話
が
合
わ
ぬ
」
と
退
散
の
君　
　
　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

「
見
に
行
こ
う
」
父
と
ド
ラ
イ
ブ
山
頂
へ
海
は
彼
方
に
た
だ
青
く
あ
り　
　
　
　
　

木
場　

千
恵

天
井
の
円
く
貫
か
れ
し
納
骨
堂
に
浄
果
す
る
ご
と
梅
雨
晴
れ
の
陽
は　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

「
大
丈
夫
？
」
気
遣
う
声
に
空
元
気
木
の
間
の
風
も
熱
気
ま
じ
り　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

蜘く

も蛛
の
巣
が
幾き
か
が
く

何
学
的
に
張
り
巡
り
朝
露
付
き
て
宝
石
の
ご
と
く　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

　
川
　
　
柳

責
任
の
な
い
足
並
み
は
よ
く
揃
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
園
ふ
く
え

今
日
の
日
を
電
話
か
け
あ
い
老
い
姉
妹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
堀　

松
枝

髪
セ
ッ
ト
心
の
憂
さ
を
晴
ら
し
て
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

イ
ン
ド
ア
派
が
ポ
ケ
モ
ン
ゴ
ー
で
ま
ち
歩
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

肥
後
弁
に
膨
る
る
我
が
家
夏
休　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

花
潜
り
花
粉
塗
の
一
世
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
白

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

オ
イ
オ
イ
ち
叫お

ろ呼
ば
れ
通ど

え
っ
米ゆ

え寿
が
来き

っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
ハ
イ
ハ
イ
ち
言ゆ

っ
良ゆ

つ読
じ
た
も
ん
じ
ゃ

初は
つ
ぼ
ん盆
に
夢
を
見
さ
す
い
親お
や
っ
ど
ん

父
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
や
っ
ぱ
い
自わ

が分
が
想お

も
ち
ょ
っ
で
こ
っ

今き

ゅ日
も
猛
暑
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
が
暮
れ
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
こ
し
こ
暑ぬ

っ
か
や
テ
レ
ビ
ん
番
じ
ゃ ・

こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま

で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

中央公民館作品展示の案内

栗 野 坂口昇市個展	 9月12日～ 10月10日

吉 松 絵手紙教室	 9月12日～ 10月10日

活動内容
　学級生 6 名で活動しています。
　教室では受講生だけの野菜作りだけではなく，子育て
支援センターのお母さんと子どもたちにも野菜作りの面
白さ楽しさを教えています。今回はさつま芋の苗 100 本
を植付けしました。　
　さつま芋の植付けは初めてのお母さん達でしたが，楽
しい一時を過ごせました。秋の収穫がとても楽しみです。

菜園づくり教室

開 催 日　毎月第２火曜日
開催時間　午前１０時～正午
開催場所　栗野中央公民館近くの畑
連 絡 先　栗野中央公民館　℡ ７４ - ４３１３

苗の植え方を指導 苗の植え方を指導

さつま芋の植付
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国
保
だ
よ
り

医療費が高額になったとき

問い合わせ先
保健衛生課（栗野庁舎）　TEL：74－3111（内線2123）　　
住民福祉課（吉松庁舎）　TEL：75－2111（内線3113）
栗野保健センター　　　TEL：74－3120

　　　　≪医療費適正化事業≫

【笑いヨガで元気になろう！】１０月４日㈫
　昨年好評だった深見先生の《笑いヨガ》を今年も行います。
笑顔 ^∇ ^ で元気になりましょう！！

〈と　き〉９：００～１１：００（受付：８：４５～）
〈ところ〉栗野保健センター

　医療機関に支払った 1 か月の医療費が一定額（自己負担限度額）を超えた場合，その超えた
額が高額療養費として払い戻されます。（医療費を支払ったときから 2 年を経過しますと，時効

となり申請しても支給されませんのでご注意ください。）

　　限度額適用認定証について
　同じ月内にひとつの医療機関等で支払う医療費が入院等で高額になる場合は，あらかじめ「限
度額適用認定証（限度額適用・標準負担額認定証）」の交付を申請し，医療機関へ提示することで，
支払いが所得区分等に応じて設けられている限度額までとなります。
　医療費が高額になる場合は，栗野庁舎保健衛生課又は吉松庁舎住民福祉課に限度額適用認定証
の交付を申請してください。

●　対象となる方　●

◎７０歳未満の方　　　　　　
◎７０歳以上で住民税非課税世帯の方（７０歳以上で住民税課税世帯の方は，国民健康保険証兼高齢受給者

証を提示すると支払が限度額までになりますので，認定証は必要ありません。）

●　 限　度　額 　●

            ７０歳未満の限度額　　　　　　　　　　　　７０歳～７４歳の限度額

※住民税非課税世帯の方が入院時に認定証を提示した場合，食事代も減額されます。
※認定証を申請し忘れた時や，複数の医療機関で高額の医療費を支払った時は，限度額を超えた分は申請を行うこと
で高額療養費として後日支給されます。（対象者となった方へはお知らせいたします。）

げんき湧くわく教室

総所得金額等 自己負担限度額（月額）

上位所得者

901 万円超
（区分ア）

252,600 円＋ ( 総医療費
－ 842,000 円 ) × 1％

600 万円超～
901 万円以下

（区分イ）

167,400 円＋ ( 総医療費
－ 558,000 円 ) × 1％

一　　般

210 万円超～
600 万円以下

（区分ウ）

80,100 円＋ ( 総医療費
－ 267,000 円 ) × 1％

210 万円以下
（区分エ）

57,600 円

住　民　税
非課税世帯

住民税非課税世帯
（区分オ）

35,400 円

所得区分
自己負担限度額（月額）

外来 外来 + 入院

現役並み所得者 44,400 円
80,100 円＋（医療費
－ 267,000 円）×１％

一般 12,000 円 44,400 円

住民税
非課税
世帯

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円
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問
１　

納
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
町

税
を
納
付
し
ま
し
た
が
、
督
促
状

が
届
い
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

答
１　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ

な
い
場
合
、
督
促
状
を
送
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
督
促
状

を
送
付
す
る
対
象
と
な
る
方
は
納

期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
て
い
な
い

方
全
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
２　

財
産
の
差
押
え
予
告
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

答
２　

再
三
通
知
を
送
付
し
て
も

何
の
連
絡
も
な
い
と
き
や
、
納
付

約
束
を
し
な
が
ら
納
付
さ
れ
な
い

場
合
は
、
預
貯
金
や
給
料
、
不
動

産
な
ど
の
財
産
を
調
査
し
、
や
む

を
得
ず
こ
れ
ら
を
差
押
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
税
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
し
た
町

税
を
確
保
す
る
目
的
で
行
う
も
の

で
す
。

問
３　

税
金
を
滞
納
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
財
産
を
差
押
え
た
と
い
う

旨
の
通
知
が
届
き
ま
し
た
。
事
前

に
本
人
に
対
し
て
連
絡
同
意
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

答
３　

税
金
の
滞
納
に
つ
い
て

は
、
事
前
の
連
絡
や
本
人
の
同
意

な
し
に
差
押
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

地
方
税
法
で
は
、「
督
促
状
を

発
し
た
日
か
ら
十
日
を
経
過
し
た

日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
と
き

は
、
差
押
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
事
前
の
連
絡
や
本
人
の
同
意

な
し
に
差
押
え
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
差
押
え
た
後
に
書
面
で
通
知

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
税
金
滞
納
に
よ
る
差
押
え

の
場
合
、
裁
判
所
へ
の
手
続
等
は

必
要
と
せ
ず
、
差
押
え
を
執
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

督
促
や
催
告
し
て
も
な
お
納
付

が
な
い
場
合
は
、
滞
納
者
の
財
産

（
預
貯
金
・
給
与
・
不
動
産
等
）

を
発
見
す
る
た
め
、
官
公
署
・
金

融
機
関
・
勤
務
先
・
取
引
先
・
滞

納
者
の
財
産
を
占
有
す
る
第
三
者

等
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
産
の
発
見
、
差
押
え

な
ど
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
滞

納
者
の
住
居
を
相
手
方
の
意
思
に

関
係
な
く
強
制
的
に
捜
索
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

※
こ
れ
ら
の
調
査
や
捜
索
は
、

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
滞
納
者

に
事
前
に
了
解
を
得
ず
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
国
税
徴
収
法

第
百
四
十
一
条
、
第
百
四
十
二
条

か
ら
第
百
四
十
七
条
）

　
　

　

財
産
調
査
で
発
見
さ
れ
た
滞
納

者
の
財
産
に
対
す
る
差
押
え
を
行

い
ま
す
。差
押
え
を
行
っ
た
場
合
、

滞
納
者
や
そ
の
利
害
関
係
者
（
会

社
・
金
融
機
関
・
生
命
保
険
会
社
・

不
動
産
の
抵
当
権
者
な
ど
）に「
差

押
通
知
」
を
送
付
し
ま
す
。

税務課からのお知らせ

◎税金が納められない場合は・・・
　納税相談

　いろいろな事情で納期限までに納めることができない場合には，そのままにせず，早
めに印鑑と納税通知書等，納付が難しい事情を説明できる資料をお持ちになって税務課
へお越しください。

　　相談窓口：湧水町役場　栗野庁舎　税務課収納係　７４ー３１１１（内線２１４３）　

滞
納
処
分

　

滞
納
処
分
と
は
、
税
金
を
滞
納
し
て
い
る
人
の
意
思
に
か
か
わ
り
な
く
、
滞
納
に
な
っ
て
い
る
税
金
を
強
制
的
に
徴
収
す
る
た
め
、

そ
の
人
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
換
価
し
、
滞
納
に
な
っ
て
い
る
税
金
に
充
て
る
一
連
の
手
続
き
を
言
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
頃
、
皆
さ
ん
か
ら
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
を
一
問
一
答
形
式
で
お
答
え
し
ま
す
。

滞
納
処
分
の
一
問
一
答

財
産
調
査
及
び
捜
索

差　

押　

え

差押対象財産 件数 金額
預　貯　金 10 件 １８０万１千円

生 命 保 険 7 件 22 万２千円

その他債権 6 件 12 万８千円

　　滞納処分実績　　　平成２７年度実績
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　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

「
文
集
く
り
の
岳
」の
作
品
募
集

に
つ
い
て

　

湧
水
文
芸
同
好
会
で
は「
文
集
く

り
の
岳
」第
21
集
の
発
行
の
た
め
、次

の
と
お
り
一
般
の
方（
小
学
生
以
上
）

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
に
は
、く
り
の
岳
作
品

募
集（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
薩
摩
狂

句
・
詩
・
随
筆
）と
明
記
の
う
え
、必
ず

住
所
・
氏
名
・
年
齢（
学
生
は
学
校
名
・

学
年
）・
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

　

応
募
作
品
は
湧
水
文
芸
同
好
会
に

帰
属
す
る
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

応
募
作
品
は
添
削
し
て
掲
載
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
作
品

○
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
薩
摩
狂
句
・
詩

な
ど（
一
人
一
遍
）

○
随
筆（
４
０
０
字
原
稿
用
紙
５
枚

程
度
）

▼
申
込
期
限

　

９
月
末
日
ま
で

▼
提
出
先・問
合
せ
先
　

　

栗
野
中
央
公
民
館

　

☎
０
９
９
５

－

７
４

－

４
３
１
３

　

吉
松
庁
舎
生
涯
学
習
課

　

☎
０
９
９
５

－

７
５

－

２
１
４
２

秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
～

農
業
も
や
っ
ぱ
り
安
全
第
一
～

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
は「
秋

の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」の
実
施

期
間
で
す
。

  
農
作
業
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、

年
間
約
３
５
０
人（
全
国
）で
、就
業

人
口
10
万
人
あ
た
り
15
人
と
、建
設

業
の
２
倍
の
多
さ
で
す
。農
業
で
も

「
安
全
第
一
」を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

注
意
し
て
作
業
し
て
い
て
も
、事

故
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。緊
急
事

態
を
一
刻
も
早
く
伝
え
る
た
め
に
、

ど
ん
な
に
近
く
て
も
携
帯
電
話
は
必

ず
携
帯
し
、体
か
ら
飛
び
出
な
い
工

夫
と
緊
急
連
絡
先
を
登
録
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
経
営
技
術
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
１
５
５

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
届
出
制

度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　
「
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」の
改
正
に
伴
い
、保

健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師

の
免
許
を
お
持
ち
で
そ
の
仕
事
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
こ

と
で
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
職
場
紹
介
、

就
業
相
談
な
ど
の
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。届
出
は
、個
人

で
登
録
、ま
た
は
離
職
時
の
施
設
で

行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

○
病
院
等
の
管
理
者
や
人
事
担
当
の

方
々
へ

　

退
職
さ
れ
る
看
護
職
員
に
届
出
制

度
に
関
す
る
情
報
提
供
や
、本
人
に

代
わ
っ
て
届
出
を
行
う
な
ど
の
支
援

に
御
協
力
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、是

非
、求
人
に
つ
き
ま
し
て
も
ご
登
録

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
、「
看
護
師
等

の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
施
設
で
、

看
護
職
員
の
求
職
・
求
人
に
関
す
る

相
談
や
復
職
に
関
す
る
相
談
、支
援
、

研
修
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　

　

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
看
護
協
会

　

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９

－

２
５
６

－

８
０
２
５

株
式
会
社
、特
例
有
限
会
社
の

登
記
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

　

本
年
10
月
１
日
か
ら
株
主
総
会
議

事
録
や
株
主
全
員
の
同
意
書
等
を
添

付
し
て
、株
式
会
社
、ま
た
は
特
例

有
限
会
社
の
登
記
申
請
を
す
る
際

に
、株
主
の
住
所
、氏
名
、持
株
数
、議

決
権
数
と
そ
の
割
合
な
ど
の
証
明

書（
株
主
リ
ス
ト
）の
添
付
が
必
要
に

な
り
ま
す
。※
詳
し
く
は
、法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
法
務
局
法
人
登
記
部
門

　

☎
０
９
９

－

２
５
９

－

０
６
３
６

無
料
調
停
相
談
会
の
開
催
に
つ

い
て

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
無
料
で
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
調
停
と
は
、話

し
合
い
で
円
満
な
解
決
を
図
る
手
続

き
の
こ
と
で
す
。）

▼
日
　
時

　

10
月
１
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
　
所

　

姶
良
市
姶
良
公
民
館

　
（
姶
良
市
西
餅
田
５
８
９
）

▼
相
談
内
容

○
家
事
関
係

婚
姻
、離
婚
、遺
産
相
続
、親
族
関
係

問
題
な
ど

○
民
事
関
係

　

土
地
・
建
物
の
売
買
、土
地
の
境
界

問
題
、金
銭
の
貸
借
、破
産
、交
通
事

故
等
に
関
す
る
紛
争
な
ど

▼
そ
の
他

○
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、秘
密
厳

守
で
相
談
料
は
無
料
で
す
。

○
受
付
は
、予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

加
治
木
調
停
協
会（
成
瀬
氏
）

　

☎
０
８
０

－

５
６
０
４

－

２
８
７
９

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

発
売
に
つ
い
て

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。

▼
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
当
せ
ん
金

　
（
14
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

■
１
等　

３
億
円
×
14
本

　

※
前
後
賞　

　
　
　
　

１
億
円
×
28
本

　

※
組
違
い
賞　

　
　
　
　

10
万
円
×
１
３
８
６
本

■
２
等　

１
千
万
円
×
１
４
０
本

■
３
等　

５
千
円
×
１
４
０
万
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

▼
発
売
期
間

　

９
月
26
日（
月
）～
10
月
14
日（
金
）

▼
抽
選
日

　

10
月
21
日（
金
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

本
紙
平
成
28
年
８
月
号
で
間
違
い

が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

●
15
ペ
ー
ジ「
町
小
学
校
水
泳
記
録

会
」の
結
果
を
訂
正
し
ま
す
。（
３
段
目
）

（
誤
）

　

６
年
男
子
１
０
０
ｍ
自
由
形

　

１
位
湯
口
政
治
２
分
13
秒
37
轟

　

２
位
御
領
園
椿
２
分
14
秒
74
吉
松

　

３
位
加
藤
航
弥
２
分
15
秒
76
轟

（
正
）

　

６
年
男
子
１
０
０
ｍ
自
由
形

　

１
位
丸
山　

綾
１
分
33
秒
36
吉
松

　

２
位
湯
口
政
治
２
分
13
秒
37
轟

　

３
位
御
領
園
椿
２
分
14
秒
74
吉
松

Infomation
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9/16 金

　　特別館内整理期間（休館9/12 ～ 9/22）
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川西地区）

10/ ２ 日

9/17 土 　　休館日 10/ ３ 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

９/18 日 　　休館日 10/ ４ 火
　　げんき湧くわく教室

（9：00 ～ 11：00　受付8：45 ～）
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

９/19 月 　　休館日 10/ ５ 水 　　母子相談（受付14：00 ～ 14：30）
　　※時間厳守

９/20 火
　　　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

10/ ６ 木

９/21 水 　　休館日
　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 10/ ７ 金

　　心も体も元気教室　一生元気コース
（13：30 ～ 15：00）

資源ごみ収集日（川西地区）

９/22 木 　　休館日 10/ ８ 土

９/23 金
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川東地区）

10/ ９ 日

９/24 土 10/10 月 　　休館日

９/25 日 　　おはなしの森（10：30 ～） 10/11 火

　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場
地区）
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴でき
ます。（一部非公開の場合もあります。）

９/26 月
　　休館日
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

10/12 水
　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00）

９/27 火 資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場
地区） 10/13 木 　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）

９/28 水
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）

10/14 金 資源ごみ収集日（川東地区）

９/29 木 　　心も体も元気教室　元気アップコース
（13：30 ～ 15：00）10/15 土

９/30 金 10/16 日

10/ １ 土 10/17 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

吉中公

催し物
コーナー

恒岡謙ニ　絵手紙展　　（９月　１日～　９月２２日）

湧水写真クラブ作品展　（９月２４日～１０月１６日）

◀
町
民
ホ
ー
ル
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日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

９月１８日（日）
　林内科（霧島市横川）72 － 1818
　サン調剤薬局　　　　72 － 1800
９月１９日（月）
　春田医院　　　　　　76 － 0053
９月２２日（木）
　林内科医院　　　　　75 － 2047
　ピアノ薬局　　　　　75 － 4526
９月２５日（日）
　伊東内科クリニック　72 － 9088

　タイガー薬局　　　　64 － 6700
１０月２日（日）　
　田代医院　　　　　　74 － 2075
　アクア薬局　　　　　74 － 1078
１０月９日（日）
　大庭医院　　　　　　76 － 1984
　寺脇薬局　　　　　　76 － 2008
１０月１０日（月）
　吉松温泉医院　　　　75 － 3311

日曜・祝日在宅医（薬局）（9・10月）

8
月
1
日
（
月
）
～
2
日
（
火
）

・
全
国
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会
総
会

8
月
3
日
（
水
）

・
町
み
ど
り
推
進
協
議
会
総
会

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

・
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大

会
結
団
式

8
月
4
日
（
木
）

・
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
総
監
部
要
望

8
月
5
日
（
金
）

・
町
夏
祭
り
反
省
会

・
町
家
畜
商
業
協
同
組
合
総
会

8
月
6
日
（
土
）

・
短
期
山
村
留
学
開
校
式

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
湧
水
っ
子
i
n
長

島
解
団
式

8
月
8
日
（
月
）

・
県
内
市
町
村
長
特
別
研
修
会

8
月
12
日
（
金
）

・
三
州
同
盟
会
議

8
月
15
日
（
月
）

・
町
戦
没
者
追
悼
式

・
福
重
壯
育
氏
叙
勲
伝
達

8
月
16
日
（
火
）

・
町
農
業
者
年
金
受
給
者
会
栗
野
支
部

総
会

・
町
農
業
農
村
推
進
協
議
会

8
月
17
日
（
水
）

・
あ
い
ら
農
業
協
同
組
合
栗
野
給
油
所

起
工
式

・
県
立
鹿
屋
農
業
高
等
学
校
実
習
生
来

庁
対
応

8
月
18
日
（
木
）

・
区
長
会

・
町
豊
祭
相
撲
保
存
会
と
の
懇
談
会

8
月
19
日
（
金
）

・
川
内
川
水
系
か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会

8
月
20
日
（
土
）

・
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
懇
親
会

8
月
21
日
（
日
）

・
轟
地
区
球
技
大
会

・
幸
田
地
区
青
少
年
育
成
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
北
方
地
区
青
壮
年
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

・
北
方
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
完
成
祝
い

8
月
22
日
（
月
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
長
と
の
協
議

8
月
23
日
（
火
）

・
熊
本
地
震
避
難
者
仮
住
居
退
去
対
応

・
姶
良
・
伊
佐
地
区
介
護
保
険
組
合
議

会
定
例
会

・
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場
団
結

式
8
月
25
日
（
木
）

・
町
秋
季
畜
産
共
進
会

・
霧
島
火
山
防
災
協
議
会

8
月
26
日
（
金
）

・
北
姶
良
森
林
組
合
総
代
会

8
月
27
日
（
土
）

・
南
方
神
社
例
大
祭

・
元
気
屋
台
村

8
月
28
日
（
日
）

・
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
四
部
落

太
鼓
踊
り
」
奉
納

・
湧
水
カ
ラ
オ
ケ
会
発
表
会

8
月
29
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

・
九
州
治
水
期
成
同
盟
連
合
会
総
会

8
月
31
日
（
水
）

・
陸
上
自
衛
隊
え
び
の
駐
屯
地
存
続
期

成
同
盟
会
中
央
要
望

町
長
動
静　
　
（
８
月
１
日
～
31
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

原ハ
ラ
グ
チ口　

輝テ
ル
ア
キ明　
　
　

 

圭
介　
　

 

宮
前
住
宅

﨑サ
キ
ヤ
マ山　

恵エ

ナ奈　
　
　

 

公
介　
　

 

京
田
住
宅

松マ
ツ
モ
ト本　

鈴ス
ズ
カ夏 　
　
　

将
昭　
　

 

本
村

橋ハ
シ
モ
ト本　

智ト
モ
キ希　
　
　

 
修
平 　
　

新
替
団
地

春ハ
ル
ゾ
ノ園　

結ユ

ア愛　
　
　

 
達
也 　
　

松
本

久ク

ミ

タ
美
田　

紗サ

キ妃　
　

 

正
樹 　
　

別
府

中チ
ュ
ウ
マ
ン
馬　

旭ア
キ
ト飛　
　
　

 

誠 　
　
　

支
区
外

（
平
成
28
年
８
月
届
出
分
）

（
平
成
28
年
８
月
届
出
分
）

（
平
成
28
年
８
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

永
山
の
亀
澤
桂
子
さ
ん
か
ら

（
朝
晃
さ
ん
死
去
）

広
田
の
石
本
妙
子
さ
ん
か
ら

（
巖
さ
ん
死
去
）

牛
瀬
戸
の
早
水
美
知
子
さ
ん
か
ら

（
老
谷
モ
ヨ
さ
ん
死
去
）

宮
前
の
大
山
多
惠
子
さ
ん
か
ら

（
幸
一
さ
ん
死
去
）

田
尾
原
の
永
山
征
洋
さ
ん
か
ら

（
キ
サ
さ
ん
死
去
）

原
口
後
の
竹
ノ
上
實
信
さ
ん
か
ら

（
愛
子
さ
ん
死
去
）

老
谷
中
の
鮫
島
正
子
さ
ん
か
ら

（
勉
さ
ん
死
去
）

長
谷
前
の
福
壽
英
子
さ
ん
か
ら

（
末
男
さ
ん
死
去
）

支
区
外
の
前
田
康
行
さ
ん
か
ら

（
ひ
ろ
子
さ
ん
死
去
）

支
区
外
の
大
山
チ
グ
サ
さ
ん
か
ら

（
雅
敬
さ
ん
死
去
）

町
外
の
竹
ノ
上
信
久
さ
ん
か
ら

（
信
義
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　
　
　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

南　

ト
シ
子　
　
　

 

89
歳	

御
前
野

福
壽　

末
男 　
　
　

80
歳	

長
谷
前

井
手
上　

健
二　
　

 

52
歳	

会
田

二
反
田　

ス
ミ
ヨ 　

93
歳	

日
添

永
田　

稔　
　
　
　

 

62
歳	

田
尾
原

西　

チ
ヨ
子　
　
　

 

94
歳	

松
本

大
山　

幸
一　
　
　

 

86
歳	

宮
前

竹
ノ
上　

信
義　
　

 

98
歳	

原
口
後

池
ノ
上　

安
子　
　

 

81
歳	

永
山

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,872人（  －  3人）

  男      4,601人（  －  9人）

  女      5,271人（  ＋  6人）

世帯数  4,886戸（  ＋  3戸）

　転入　　 34人
　転出　   32人
　出生　　   7人
　死亡　　 12人

平成28年8月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】




